
回国 あなたとまちのコミユニケーション情報紙

J
 



特
集
／
ま
ち
を
見
直
そ
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集
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ま
ち
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そ
う

＠

マ
志
議
恕
た
時

首
都
圏
、
か
近
く
、

暮
ら
し
ゃ
す
い
。

そ
れ
で
も
県
外
に
転
出
す
る
人
が
い
る
／

待
望
の
北
陸
自
動
車
道
、
か
全
通
し
、
首
都
圏
、
か
グ
ン
と
近
く

な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、富
山
県
を
全
国
一
、
二
位
の
暮
ら

し
ゃ
す
い
県
と
す
る
評
論
、
か
相
次
い
で
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
も
、
朝
日
町
の
人
口
減
少
傾
向
は
止
ま
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
も
う
一
度
、
町
の
良
さ
を
見
詰
め
、
考
え
直
す
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ビ
ッ
グ
ド
ー
ナ
ツ
ツ
完
成

で
は
長
岡
J
C
で
関
越
自
動
車
道
に
、
西

で
は
米
原
J
C
で
名
神
高
速
道
路
に
つ
な

が
り
、
こ
の
結
果
、
本
州
中
央
部
に
高
速

道
路
の
大
き
な
輪
”
ビ
ッ
グ
ド
ー
ナ
ツ
ツ
”

が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
富

山

・
新
潟

・
石
川

・
福
井
の
北
陸
四
県
と

東
京

・
名
古
屋

・
大
阪
の
三
大
都
市
闘
が

北
陸
向
動
半
道
は
、
新
潟
か
ら
富
山

－

h
川
・
福
井
を
経
て
、
滋
賀
県
の
米
原
に

至
る
日
本
海
側
で
初
め
て
の
縦
貨
割
高
速

道
路
で
、

7
月
初
日
に
全
通
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
北
陸
自
動
車
道
は
、
東

4

司
小
川
の
清
流
と
朝
日
岳
・
白
馬
岳

結
ぼ
れ
る
と
と
も
に
、
高
速
道
路
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
時
代
の
幕
開
け
を
告
げ
る

こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

朝
日
町
は
北
陸
の
中
心

さ
て
、
こ
の
北
陸
自
動
卓
道
、
朝
日

I
C
を
中
心
と
し
て
な
か
め
て
み
る
と

刺
日
I
C
か
ら
新
潟
県
崎
I
C
ま
で
l

9
2
・
1
J
、
朝
日

I
C
か
ら
福
井

I
C

ま
で

1
8
4
・
9
J
と
、
朝
日
町
は
北
陸

四
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
朝
日
I
C
か
ら
東
京
都
練
馬

I
C
ま
で
3
8
5
・
3
J
、
朝
日

I
C
か

ら
大
阪
府
豊
中
I
C
ま
で
4

0
1
・
2
J

と
、
関
東
圏

・
関
西
圏
へ
も
ほ
ぼ
等
し
い

距
離
に
位
誼
し
て
い
ま
す
。

北
陸
自
動
車
道
は
、
こ
う
し
た
地
理
的

条
件
を
有
効
に
生
か
し
て
い
け
ば
、
町
が

も
っ
と
も
っ
と
発
展
す
る
好
要
素
を
与
え

て
く
れ
た
と
一言
、
え
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
今
回
開
通
し
た
朝
日

I
C

日
も
早
い
凶
車
線
化
実
現
へ
の
運
動
を
展

開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

豊

カh

官
回

山

県

な

と
こ
ろ
で
最
近
、
富
山
県
を
全
国

一

二
位
の
暮
ら
し
ゃ
す
い
県
と
す
る
詳
論
が

相
次
い
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

一
つ
は
、
4
H
9
日
号
の
週
刊
点
祥
経

済
で
、
「
日
本
全
国
、
ど
こ
の
県
が
命
本

当
に
虫
か
H

か
」
と
、
日
本
開
発
銀
行
地

域
開
発
調
先
部
次
長
の
竹
村
弘
氏
が
、
「所

得
の
ゆ
と
り
」

「時
間
の
ゆ
と
り
」
「
空
間

の
ゆ
と
り
」
の
三
つ
の

「
ゆ
と
り
」
と
、

「
余
暇
活
動
」
「
安
心

・
安
全
」
の
各
要
議

か
ら

「豊
か
さ
指
数
」
を
作
成
、
ベ
ス
ト

5
を
発
表
し
た
特
集
で
す
c

こ
れ
に
よ
る
と
、
高
山
県
は

一
人
当
た

り
の
県
民
所
得

・
消
賞
者
物
価
地
域
格
差

指
数
・住
宅
地
価
な
ど
を
桁
傑
に
し
た
「所

伴
の
ゆ
と
り
」
で
は
、
全
開
9

位
に
。
仕
事
時
間
・通
勤
時
間
・

週
休
二
日
笑
施
率
な
ど
の

「時

間
の
ゆ
と
り
」
で
は
お
位
と
、

そ
れ
ぞ
れ
、
上
位

・
中
位
グ
ル

ー
プ
に
属
し
て
い
る
も
の
の
、

住
宅

一
人
当
た
り
畳
数
、
新
築

住
宅
二
戸
当
た
り
床
面
積
、
都

市
公
凶
而
航
、
道
路
舗
装
率
な

ど
の
「
空
間
の
ゆ
と
り
」
で
は
、

断
然
ト

ヅ
プ
に
。

そ
の
結
果
、
総
合
的
な

「豊

か
さ
指
数
は
、
東
京
に
次
い
で

嵐
山
が
第
2
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ

~ビッグドーナツツ
の完成だ。

。ドーナツツ・・・輪形のなI床失」ア
｝

－
w
 

l
の々
い必
谷
一
点
問
は
判
定
二
市
線
交
通
で
す
。
対

こ
れ
で
は
、

危
険
な
ば
か
り
で
な
く
辿
度

…

も

ω
Jに
規
制
さ
れ
、
高
速
道
と
し
て
の

刀

利
点
が
薄
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

廿

今
後
は
全
町
民
が
一
丸
と
な
っ
て
、

一
。

ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
3
位
は
愛
知
、
4
位
は
群

馬
、

5
位
は
附
山
と
い
う
順
で
し
た
。

ま
た
、
2
月
下
旬
に
発
表
さ
れ
た
労
働

網

統
計
調
査
月
報

（労
働
大
臣
官
房
政
策
調
信前｝

査
部
制
集
）
で
は
、
「
地
域
別
勤
労
者
生
・
到

活
の
豊
か
さ
に
つ
い
て
」
を
掲
載
。

と

調
公
は
、
米

点

大

阪

愛

知

北

両

氏

道

・
秩
出

・
富
山

・
広
島

・
徳
島
・悩
問
・
状

熊
本
の
叩
都
道
府
県
を
抽
出
し
て
行
い
、
網

名
目

・
実
質
抗
金
指
数
、
杭
毛
取
得
岱
、

う

教
養

・
娯
楽
、
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
た

）

あ
と
、
医
療
と
保
健
、
教
育
と
文
化
、
収

い一

入
と
消
費
生
活
な
ど
十
項
目
に
よ
る

「総

ツ

合
生
市
指
標
」
を
算
出

L
て
い
ま
す
。

作

こ
れ
に
よ
る
と
、
実
質
民
金
水
、山市
で
は
叩

都
道
府
県
中
、
点
京
が

1
位
、白
山
は

8
位

栴

と
低
い
が
、
「総
合
生
活
指
標
」
で
は
富
山
が

仏

東
京
を
抜
い
て
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
順クン一フ

。
品もよい。ベスト・・・一番よい．



まJ喝事事車等今J

水
が

しー

い
富

山

県

ト
ン
が
異
常
発
生
し
て
い
る
水
を
原
水
（
水

道
水
の
原
料
と
な
る
水
）
に
し
て
い
る
地

域
も
少
な
く
な
い
。
：
：
：
7
ま
ず
い
。
と

い
う
不
快
感
は
、
身
体
か
ら
発
す
る
シ
グ

ナ
ル
で
す
。
ま
ず
い
水
で
、
身
を
お
か
し

く
し
た
人
が
い
る
か
つ
て
？
い
く
ら
で

も
い
ま
す
よ
。
腎
臓
病
の
た
め
人
工
透
析

を
し
て
い
る
人
に
聞
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
＠

カ
ピ
央
い
氷
で
透
析
す
る
と
、
．頭
が
痛
く

て
し
か
た
が
な
い
そ
う
で
す
」
（
国
立
公
衆

衛
生
院

・
真
柄
泰
基
氏
亡
、
日
本
放
送
出

版
協
会
発
行
の
さ

2
5
（
ウ
ィ
ー
ク
ス
）

8
月
号
の
特
集
「
日
本
の
水
を
検
証
す
る
」

の
一
節
の
よ
う
に
、
都
市
部
の
水
は
、
も

う
限
界
に
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

私
た
ち
は
、
良
質
で
豊
か
な
水
に
恵
ま

れ
た
H

こ
の
地
。
に
住
め
る
こ
と
に
、

っ
と
感
謝
し
て
も
い
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

．力

淡水は地上め水全体のわずか2・5

%にすぎないといわれています。富

山は、この貴重な水に恵まれていま

す。山々に降り積もる雪は、天然め

巨大な白いダムとなり、一年を通じ

て豊かで清洲な冷たい水を与えてく

れます。水量が盟かなだけでなく、

富山の水は質においても優れていま

す。各種の、、？ネラルが適当に溶け込

み、水のうまみを高め、コクのある

まろやかさをつくっています。朝日

町だって例外ではありません。

ところが、『南関東、近畿、北九州

・、都市部の水はとくにひどい。

まずいどころではない。臭いのだ。

護岸され、改修され、向浄力のなく

なった川に、次々と汚水が流される。

汚れが流れていない湖は、さらに傑

刻。富栄養化して、藍藻鎖ブランク
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和歌山 3 469 岐阜 26 5 1 
"f 事邑 4 402 岡山 26 5 l 
詩画 叩@, 5 352 北海道 28 48 
潅山宣 手 6 3 3 1 沖縄 28 48 
エ巨 京 7 328 三 m30 4 7 
神手持 HI 8 3 1 0 大阪 31 46 
I脅 五 9 207 商剣131 4. 6 
管 喜孟 10 1 9 7 山 ’庁長 33 4 4 
事半 曹主 11 182 滋~ 34 4 1 
’高 城 12 l 6 9 徳 1；，~ 35 38 
山 梨 13 l 6 4 愛娘 36 33 
責E 本 14 1 4 9 香川 37 32 
会圏平均 I 29 J鹿児ぬ 37 32 
ti¥ 国 15 98 新潟 39 28 
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長 直奇 17 79 島 市民 41 27 
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古》 問 23 6 9 －石川 47 7 

有感地 震回 数

昭功
想績
年を
自た
3た
芳え

5て

しつ宮
山vt
e

d

司
「と
や
ま
の
名
水
」
に
選
定
さ
れ
だ
グ
七
重
滝
H

朝
日
町
の
発
足
記
念
日
で

あ
る
8
月
ー
目
、
役
場
4
階

大
ホ
l
ル
で
、
昭
和
日
年
度

の
町
政
功
労
表
彰
式
を
行
い

ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
の
は

次
の
方
々
で
す
。
（
敬
称
略
）

寺
さ
ん
は
、
昭
和
何
年
に
里
親

登
録
を
し
て
以
来
、
家
庭
に
恵
ま

れ
な
い
多
数
の
児
童
を
養
育
す
る

と
と
も
に
高
山
県
虫
脱
会
の
役
員

と
し
て
、
制
度
の
伴
蒙
普
及
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

寺

心

芳
（
山
崎
将
歳
）

追
分
市
郎
（
五
箇
庄
・九歳）

－
特
集
／
ま
ち
を
見
直
そ
う

＠

。シグナル－－－合図，信号

追
分
さ
ん
は
、
昭
和
切
年
ロ
月

に
朝
日
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

に
就
任
さ
れ
、
以
来
ロ
年
の
永
き

に
わ
た
リ
、
選
挙
の
公
明
か
つ
週

止
な
執
行
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

暮
ら
し
ゃ
す

素養栄性n叶dM↑
 

Leh
 

ハ
等
出の

な
い
大
切
な
主
だ
と
思
う
の
で
す
c

皆
さ

1fc
 

ん
は
、
ど
う
忠
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

鉄

そ

れ

で

も

都

会

へ

？

わン

昨
年
の
4
月
1
日
か
ら
今
年
の

3
月
別
マ

日
ま
で
の
問
に
、
朝
日
町
か
ら
他
町
に
転

lr

出
し
た
人
は
、
5
6
6
人
お
ら
れ
ま
す
。

一

こ
の
っ
ち
、
約
半
数
は
首
都
国
や
京
阪
神
九

な
ど
の
県
外
流
出
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
転
ル

勤
や
進
学
と
い

っ
た
や
む
を
得
な
い
場
合
ヵ

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
安
易
な
都
会

ι
d

向
に
定
る
の
で
な
く
、
地
花
に
も
目
を
向

む

け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

益

9
月
は
、
就
職
を
控
え
た
学
生
の
会
社
ゴ

訪
問
が
解
偵
小
に
な
り
ま
す
。
賃
金
面
の
み

体

を
考
、
え
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
都
会
へ
目
が

人

向
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
日
常
の
生
活

ル

や
将
来
展
望
と
い
ウ
た
こ
と
も
切
除
し
て

一ヴ

ほ
し
い
も
の
で
す
。
も
う

一
度
、
町
を
見

乞

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

。
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い
富
山
県
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Z
宍

剛
弘
A
円の
地
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Z
A
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方
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wmmhama

z
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＝ay－wZ
窓ルザ’の前
摘が

－4U
して
必り、ば
y
織の鹿
沼

－2
2
忠
告
U
9
6
露

間

中
央
防
災
会
議
が
初
見
解

一q
－2
2
2

5

一

一

完
星空間延官民

生
出
量
uZ書
割
弱

a
E
てい晶品提
2
5台、日
工面
UJa臣
官
接

L
苛怒

一ついて
u
E警は
究

剛
一
思
宮
E
在
書
長

z
n
r
gnT－一存在自
5
・7
8
一%
主
任
川
花

畑一

PE
g
E軍需
E
臣
？
の
跡
事
事
弓
踊
S
T
M
闘
で
の
高
暗
号
母

一切

F
Nd
u

川町－

需につい王
苦踊車し
P
E
G
Z君
、

一

担
z
E望丸信
じ処ど
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”の自のぬ
H
空
u
、間
一つい
五哲也

±
f
q
hラ
om
・棋の出－
oL江
民
u
．器括
志3γ
的苦主世話

旬
‘

Z
量
E
R川、皇、一ぞの以拘置
4
5
エ旦広ついて待出話三部
t
E量
埼
ぬ
島
一
品
警
高
盟
主
と

一FZ－普通
量
償
呂
志
手
品
m
品号
2
のT
Z
世帯・つ震が一切荷器主ぞいるき一向
w
口事品
、ミ
詰誠

一彼自書留器移民謹一事由哲ついては
、明
一。芦寝込
E

高附
して

・霊宅設信号制
一重伶八
H

車、与量
M

一暗
号
主
き
っか告
E
一利害
Z
H
理
事
者
．す
『

一

平

p
mwMFAMく

申
ι
7
0
一に銅山
E
tE
の弘治

一五犯と
宅内
総事
晶言
ちをき
8
1
京
一・
品唱霊担プレ
i
一4A
古代詩拘
2
z
z
z
z
a．、

Z
Z吉宮畠盟主主事岳民生－
t
t

一男”を
a
E
Eお一
T
E事
型
宅
va二

品いの寝室主再尚
一
し秒、宮町しヌ需主究主主依露奇喜志レタ手
2
2
L
3
2

患務事高宮嵩
4
z
一P
4
TM
－S
2
2話一晶叫がを是正是ベ一世平事官巴霊
k
h
民一

タイプについ
4

、そ
れぞれ殉
一辺酒田泊施先ほ、ある仰
w
U
R
W

一間同
医除媛川崎
ユーラ
シア
フ一m
均気があ
け，．四緑瓜は以
町一

A

ーの切迫”と
YT

却の勾惚包
Hh
r
む
創

E
泊じ
てい
る＆の
M
M

で－4
リ
ピ
vr
M
q

気》
作のれヲレ
－・平忠叫誕
ぜM
7
だヲた．

水噌目

日
ー
初
年
後
に

M
7

も

首
都
闘
が
ぐ
っ
と
近
く

日
帰
り
圏
と
な
り
、
生
活

は
盟
か
で
、
水
が
い
い
。

し
か
も
、
地
諜
や
台
風
の

被
害
も
少
な
い
。
こ
ん
な

に
暮
ら
し
ゃ
す
い
地
域
は
、

富
山
県
だ
け
と
言
っ

た
ら

言
い
過
ぎ
で
し
ょ
う
か
。

加
え
て
朝
日
町
は
、
機

高
0
じ
め
ヒ
ス
イ
市
山
か
ら
3
、
0
0
O
M川

の
白
馬
舟
ま
で
、muか
で
美
し
い
’
同
然
に
忠

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
自
然
こ
そ
、
人
が

生
き
て
い
く
う
え
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き

大
家
庄
農
業
協
同
組
合
の
理
事
及

び
組
合
長
理
事
と
し
て
、
地
域
農

業
の
進
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

す

南
茂
英
夫
（
五
箇
庄
・お
き

一式彰表町日朝

「ヨ

ハ征士ロ
さ
ん
は

住

吉

久

維

（大
家
庄
引
き

昭
和
初
年
か
ら

両
法
さ
ん
は
、
朝
日
中
学
校
£

導
部
顧
問
と
し
て
、
県
内
随
一
の

チ

l
ム
を
育
成
し
、
全
国
大
会
で

幾
度
も
卜
位
入
賞
に
導
く
な
ど
、

引
越
し
た
指
導
力
を
発
蝉
し
て
ス

ポ
ー
ツ
似
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

． 
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hm 
hm 
、ン．へのなんみ

hm 
hm 
hm 

ι
可決

協
小
学
校

ω統
合

ha

（
五
箇
庄
・

η
歳）

鍬

小
学
校
の
老
朽
化
、
児
童
数
の

鰍

減
少
、
統
合
法
避
J1
て
通
れ
な
い

幼
時
期
に
来
て
い
ま
す
。

一
大
決
心

，s
 

喰

で
統
廃
合
に
踏
み
切
り
、
一
日
も

9

・A
島

県
く
案
を
発
表
し
、
住
民
の
理
解

…仰

を
得
る
よ
う
動
き
出
し
て
く
だ
さ

ι
司氏

、
。

h
m
b
 

hhJ
 一MOl
l
i－
－
お
苔
え
し
ま
す

ι
見一向

小

学
校
の
統
合
に
つ
い
て
は
、

見

広
報
あ
さ
ひ

5
月
号
に
お
知
ら
せ

総

し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
小
学
校
紘

一羽
合
推
進
委
員
会
を
設
け

（教
育
委

餓

員
会
に
）
、
児
童
数
の
推
移
や
通
学

明

区
域
の
設
定
等
、
統
合
を
進
め
る

由
説昆

た
め
の
問
題
点
に
つ
い
て
調
査
検

綿

一
切
削
し
て
町
の
北
本
五
針
案
を
作
リ
、

約
議
会
、
ド
壮
一民
と
の
コ
ン
セ
ノ
サ
ス

微
を
得
て
、
統
合
の
推
進
に
努
め
た

浅

い
と
＃
え
て
い
ま
す
。
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γ
ン．へのなんみ

魚津龍一

に答えて／

町長

同
道

8
号
線
添
い
の
脳
並
木
を
見

て
く
だ
さ
い
。
枯
れ
た
枝
、
繁
り

す
ぎ
の
枝
、
雑
草
な
ど
。

こ
れ
で

は、
「
朝
日
町
は
こ
ん
な
と
ニ
ろ
で

す
よ
」
と
P
R
し
て
い
る
よ
う
な

も
の
で
す
。
何
ん
と
か
監
備
し
て
、

朝
日
町
の
イ
メ
ー
ジ
を
美
し
い
も

の
に
し
て
く
だ
さ
い
。

。

お
答
え
し
ま
す

教
育
文
化
会
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

そ
の
周
辺
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

定
期
的
に
ま
た
必
要
に
応
じ
て
実

摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

9月15日（木）《祭臼》
上千活9略語エ会話j色合
〈頑~会話よ ~1 jでスが出ます〉

未直土奪行右、れる方iさ

停泊Cfa寺30分迄キ朋山立話集会

日寺＠臼

’h
 
き衣

｝
巻
、
修
4p

h

 

円

Hャー
キ

L
A
 

似
の
木
の
枝
打
ち
は
、
今
年
度

も
計
闘
を
立
て
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
桜
の
木
は
あ
ま
り
切
り
す

ぎ
る
と
枯
れ
る
お
そ
れ
も
あ
り
、

通
行
に
支
障
の
な
い
程
度
の
最
少

限
に
留
め
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
環
境
美
化
に
努
め

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
単
解
を
お

願
い

し
ま
す
。

あ
な
た
の
声
を
「
や
ま
び

こ
通
信
」
で
／
通
信
待
っ

て
い
ま
す
。

お弁当埼参（イjフヲ汁が、出ます）

雨天中止国松崎

朝日町繭工会亡ニシ
(TEL 83-2280) 

害虫
文 イ

生 又
量五l
f望ジ
フ 比可h
ゥ πr

zきぐ

ラ会の案内
相月山森林；谷、コ f ；ス

歩二
＠コース

kANAYAflJI 

d

－aeA 

e

’’F
h

 

・
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‘？？立；~M何人

』司七
連
帯
拘
子
さ
ん

（

M
歳）

・・・．3担•－＇昂

広報クイズ⑩

①朝日 ICから東京都練馬ICま

での距離は？

③350～⑥385.3九。400得。
②北陸自動車道の朝日 IC～名立

谷浜間の速度規制jは？

@80～⑤70～。60九
③朝日町から他町に転出した人の

数は？（昭和62年度中）

③566人⑤600人。650人
( 2 p～5 pの「特集／まちを見

直そう」を参照してください。）

題〕〔問

申込先

朝日町もらおこし雄遥協議会

この欄を皆さんに開放します。広〈全町に PRしたいこと など

がありましたら，B5版程度の用紙に記入して広報係に送って

下さい。ただし営業PR等はご遠慮、願います。

イ宣主砂日時 9片18日（日）13時30分～16時

砂場 所 太閤山ラント

b対 象 25成フ！＜：出荷の勤労青少年

砂参加費 無料

砂主 催 高山勤労青少年制全仕上4述絡協議会
砂申込・問い合せ ；高l山県婦人少年記（fi0764-32-2740）へ。

ウオークラリーに参加しませんか

実はがきに答えの記号（例①一③，

②ー⑤，③一。），住所，氏名，年

齢を記入して送ってください。全

問正解の人の中から抽選で3人に

テレホンカードをプレゼン トしま

す。また，答えのほか，ご意見や

要望，広報係への情報，イラスト，

漫画などを書き添えていただけた

ら幸いです。

＊あて先 干939-07 朝日町道下

1133番地朝日町役場内秘書広

報係あて 女締め切り 9月16目

安前回の正解は，①－c，②ー⑤，

③一④でした。抽選の結果，門口

U月士さん(13歳入平田達夫さん（24 

；：；主），寺田啓次さん（76歳）に決ま

りました。

〔応募方法〕

－
み
ん
怠
の
べ
l
ジ
＠

泊
町
の

由
来

朝日町を見直す一一一＠

の歴史

「古
泊
」
と
い

う
語
は
、
宮
崎
地

区
の
「
沖
ノ
島
」

と
「
辺
ノ
れ
ご

の

一
慌
を
指
称
す
る

が
、
平
安
時
代
以

降
の
符
崎
の
故
地
、

ん
円
の
あ
る
岬
で
あ

っ
て
、
常
夜
灯
を

目
指
す
舟
泊
の
場
所
で
あ

っ
た
ろ

う
。
宮
崎
城
山
崎
城
に
よ
り
、
蒋
士

ル
小
山
，
丸
山
叩
が
尾
山

（令
沢
市
）

へ

移
住
す
る
こ
と
な
く
ん
凡
附
問
の
凶

両
に
位
同
す
る

「
冗
泊
」（
和
台
）

に
居
を
構
え
漁
農
を
営
む
う
ち
に
、

松
山
五
郎
佐
衛
門
や
荒
井
川
左
衛

門
ら
の
浪
人
が
来
住
し
、
宮
崎
に

滞
情
し
て
い
た
西
国
浪
人
玉
喜
左

衛
門
に
諮
り
魚
制
の
販
売
や
、
旅

人
の
本
社
宿
を
営
み
は
じ
め
た
。

抗
か
ら
も
相
当
移
住
し
た
。
五
兵

衛

（
水
島
屋
）が
知
ら
れ
て
い
る
。

金
森
旧
記
に
よ
る
と
、
「
元
和

3

年
正
月

M
日
夜
、
上
町
端
か
じ
弥

惣
と
申
者
出
火
い
た
し
、
m
N
余
軒

不
残
類
焼
仕
、
人
々
家
建
申
手
段

方
便
も
無
之
者
多
に
、
相
成
候
所
、

佐
ハ
節
境
長
谷
川
示
兵
衛
殿
、
御
収

納
米
よ
り
米
指
出
」
と
あ
る
。

ちiま
m
N
余
戸
の
中
、
金
森
民
仁
右
衛

門
は
川
市
町
の
肝
前
…
役
を
勤
め
た
伝

兵
衛
家
の
初
代
で
、
そ
の
私
的
な

由
緒
蓄
に
よ
る
と
、
元
和
3
年
に

は
当
主
仁
右
衛
門
は
入
善
町
の
吉

原
に
居
住
し
、
「
二
代
仁
右
衛
門
万

治
年
中
泊
へ
引
越
」
と
あ
り
、
そ

の
後
出
の
仙
ト小
川阪
総
兵
術、

他
山
均

一
住
枇
楽
之
助
や
小
沢
屋
肋
衛
門
の

三
人
以
び
仁
右
衛
門
に
従

っ
て
未

ハ
ほ
し
た
木
村
屋
理
右
衛
門
は
疋
和

年
代
に
は
唐
住
し
て
い
な

い
。
附

与
三
右
衛
門
に
つ
い
て
も
同
様
で
、

国
父
彦
兵
衛
が
居
住
し
て
い
た
ら

，
、
い
’JJ
A
e－－E
L
υ
HH
一L
V河
川
l
pパ－

z

lL

L

，i
λ
J
A，E
担
，d
j

・Hμ
サ
止
公
判

H
l
q君
！
h

昭
相
初
年
に
絶
家
に
な
る
ま
で
存

続
し
、
点
部
医
三
右
衛
門
家
は
現

存
し
て

い
る
。
な
お
、
牧
山
、
荒

井
家
は
現
存
し
て
い
な
い
。

町
政
施
行
犯
周
年
を
記
念
し
て
発

行
し
た
「
朝
日
町
誌
」
も
残
り
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
。
朝
日
町
を
見
直

す
手
だ
て
と
し
て
、

町
誌
を
読
み
ま
せ
ん

か
。
町
誌
を
購
入
し

た
い
人
は
、
役
場
総
務

課
秘
書
広
報
係
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（
宮

邸
U
H
－

－

o
o

内
線
2
0
4
番）

刻
g
町
社
内

－
昭
和
白
年

9
月
号
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主主しすっ罪朝のタがタ んさ
/Ll，）：てがた円＼日場 ｜経 It.1 

歳 ん、以 、実で町合ン過ン）

山
崎

子
供
の
誕
生
と
、
約

8
年
間
朝
日

町
を
離
れ
た
生
活
が
続
き
、
別
の

面
か
ら
町
を
見
る
こ
と
が
で
き
た

よ・
7
に
思
い
ま
す
。

私
が
幼
い
こ
ろ
に
遊
ん
だ
海
や

山
は
そ
の
ま
ま
で
、
加
え
て
ビ
ー

チ
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の
普
及
、
山
内
速

道
の
附
辿
な
ど
、
以
前
よ
り
ず

っ

と
明
る
い
附
に
な
り
ま
し
た
。
で

も
、
や
は
り
地
則
的
に
は
富
山
県

の
東
端
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
を
克
服
す
る
た
め
、

企
業
誘
致
と
と
も
に
観
光
耐
や
イ

ベ
ン
ト
で
頑
張
り
、，
同
然
虫
か
な

若
々
し
い
町
に
発
展
さ
せ
て
い
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
女
裕
子
2
歳
、
長
男
達
也

8

か
月
。
自
然
に
恵
ま
れ
た
人
情
味

．
思
い
こ
め
ヰ
地
で
、
よ
く
遊
び
よ

く
学
ぷ
、
そ
ん
な
二
人
の
成
長
を

見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

S
Aω侶

9
6
8

さ
わ
や
か
さ
ん

テ
ニ
ス
は
、
年
齢
に
応
じ
て
プ

レ
ー
が
で
さ
る
こ
と
か
ら
、
男
女

を
問
わ
ず
幅
広
く
愛
さ
れ
て
い
る

ス
ポ
ー
ツ
で
、
数
年
前
か
ら
の
テ

ニ
ス
ブ

l
ム
も
手
伝
っ
て
、
我
が

町
に
も
今
で
は

6
つ
の
サ
ー
ク
ル

が
あ
り
ま
す
。

中
で
も
、
川
リ
伯
尚

，
，
布、
f

』
固

－’

υ
一

校
の
コ

l
卜
で
・産
声

4
戸

wx

を
あ
げ
て
今
年
で

u

b
m
uぷぶ

島
酔
除
・げ，

l
t
、

年
目
、
朝
日
町
で
円
以

唱
し
沢

初
の
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

趨

A
は

が
、
我
が

A
L
T

c

な
川

で
す
。

A
L
T
C
と

，，

f
t
、

は
、
朝
日
ロ
ー
ン
テ

ニ
ス
ク
ラ
ブ
の
頭
文
字
で
、
見
た

め
に
は
簡
単
に
見
え
て
、
す
こ
ぶ

る
ハ

l
ド
、
軽
い
ラ
リ
ー
が
で
き

る
ま
で
に
な
る
に
は
2
1
3
か
月

は
か
か
リ
、
糾
問
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
慨
し
く
感
じ
る
、
そ
ん
な
魅
力

－
広
場
P
E
O
P
L
E
O

泊道下の柳湾伸明さんの長女真佐子ちゃん

($.51 10.18），長男友昭くん（s . 55. 2 . 6 ) ' 
次開昭くん（S . 62. 5 . I ~ ）扮乞広7

~除f 」孟U
p’ .,.ir 土－~.；；、，，

~~鐙鎮宴会よ
分丈〉尽さ『 2ーに

早朝から， マスコット的な次男 ~1J

心の生活が始まります。「外が大好

き，アーンアーン」と 言って，だっ

こを要求するポーズをします。そ

れがまた上手で，だれにでもまと

わりっき，遊んでもらっています。

夕食後，テレビを見ながら姉は

ピアノ，次男の宏昭（ 1歳）は引

をl鳴らしてアラベスク淡奏，長男

はたて笛を，その後祭 1）太鼓を 2

つ並べて打ち鴫らします。まちま

ちな音て1 部屋は一度ににぎやか

な楽屋裂に変わります。

そして，運動会の様に風呂に入

＇），夜カfふけます。あっと言う ｜品！

のー臼です。

に
取
リ
付
か
れ
て
や
め
ら
れ
な
く

な
っ
た
仲
間
の
集
ま
り
で
す
。

私
た
ち
は
、
「
楽
し
く
な
け
れ

ば
テ
ニ
ス
じ
ゃ
な
い
」
を
モ

ッ
ト

ー
に
、
春
に
は
合
宿
、
冬
に
は
ス

キ
ー
と
、
勝
敗
よ
り
も
相
手
の
ナ

」

イ
ス
プ
レ

ー
を
は
め
ら

ザ
ノ

れ
る
余
祁
の
あ
る
プ
レ

－ヴ〆
ケ
ノ

i
ャ
l
を
育
て
る
こ
と

ス

を
目
際
に
前
動
し
て
い

ニ

ま
す
。
そ
し
て
、
ひ
そ

－
ア

か
に
県
で
の
上
位
入
賞

日

サ

も
担
っ
て
い
ま
す
ω

練

却
制
ひ

習
は
、
毎
週
月

・
水

・

「

金
の
午
後
5
時
却
分
か

ら
7
時
却
分
ま
で
、
総
合
体
育
館

で
行
っ
て
い
ま
す
。
明

H
の
グ
ラ

フ
・
エ
ド
パ

l
グ
を
目
指
す
諸
君
、

似
た
ち
と
一
祁
に
プ
レ
ー
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ

一
位
、
遊
び

に
水
て
く
だ
さ
い
d

スポットライト
歪吾れ
王m.い

之 し

を

栽

培

南
保
地
内
、
基
幹
集
落
セ
ン
タ

ー
の
南
側
に
黒
い
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
が
げ
煉
。
湯
上
谷
さ
ん
の
霊
芝

栽
培
ハ
ウ
ス
で
す
。

場
上
谷
さ
ん
が
諜
芝
を
政
精
し

始
め
た
の
は
、
初
め
て
霊
芝
の
人

工
栽
培
に
成
功
し
た
直
井
幸
維
氏

（
当
時
は
京
都
大
学
教
授
）
の
甥

ゃなぎさわ し ず よ

柳沢志津代さん（榊・20歳）

貧血液型

A＇明

＊星座名

水瓶1~：

女勤務先

草野医院

女趣味

スポーツ・ドライブ

＊家族構成

父・母・妹・他母の5人家政

〆
ず
さ
ん
に
、
場
上
谷
さ
ん
の
娘
さ

ん
が
嫁
が
れ
た
こ
と
が
切
っ
掛
け

で
、
昭
和
問
年
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

韮
芝
の
裁
培
は
、
雪
解
け
の
3

月
中

・
下
旬
か
ら
日
月
ま
で
の
約

8
か
月
問
。
ま
ず
、
ナ
ラ
の
本
を

長
さ
時
々
に
切
り
そ
ろ
え
、

一
晩

蒸
し
上
げ
て
歯
を
楢
え
付
け
ま
す
。

無
菌
状
態
で
少
し
培
養
し
た
後
、

5
月
初
旬
に
ハ
ウ
ス
内
の

L
に
定

まちの
たから

りさき月のアツ熱カップル

雄 一（23歳）
さん（山崎）

由美子 （21歳）
(EE笑子さんは新潟県東顕城郡安塚町出身）

－
合
宿
に
参
加
し
た
ク
ラ
ブ
震
だ
ち
。

‘

ー
白
馬
に
て
｜

他
す
る
そ
う
で
す
。
菌
を
他
え
付

け
る
ナ
ラ
の
木
は

2
年
し
か
も
た

な
い
た
め
、
栽
培
副
械
を
2
等
分

し
て
、
毎
年
こ
の
作
業
を
さ
れ
る

そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
定
他
し
て

か
ら
約
初
日
で

一
凶
同
の
収
般
と

な
リ
、
収
位

L
た
後
に
ま
た
新

L

い
五
芝
が
出
て
き
て
、

ω月
中
旬

か
ら
・
一凶

H
の
収
般
則
と
な
り
ま

す
。

ニ
れ
を
本
と
同
じ
よ
う
に
、

乾
燥
機
で
乾
燥
し
て
出
州
し
ま
す
。

芯
芝
は
、
従
米
か
ら
身
体
に
良

い
と
言
わ
れ
、
近
年
の
健
康
食
品

ブ
ー
ム
も
あ
勺
て
、
栽
・
恥
し
て
い

る
人
は
県
内
外
で
け

つ
こ
う
お
ら

れ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
製
品
の

形
や
質
は
、
や
は
り
湯
上
谷
さ
ん

の
所
の
も
の
が
良
い
と
い
う
こ
と

で
、
県
外
か
ら
の
視
察
や
問
い
合

わ
せ
し
あ
る
そ
う
で
す
。

j掌長

。
結
婚
さ
れ
た
日

昭
和
臼
年
6
月
間

H

O
交
際
期
間

4
年
問

。
出
合
い

雄
一
さ
ん
の
友
人
が
由
美
子
さ

ん
の
友
人
を
知
っ
て
い
て
、
そ
の

友
人
た
ち
を
介
し
て
出
合
い

、
自

然
に
付
き
合
い
出
す
。

。
プ
ロ
ポ
ー
ズ

紘

一
さ
ん
は
、
美
容
学
校
を
い小

業
し
て
約

2
年
山
口
川
山
で
勤
務
し

て
い
た
が
、
昭
和
白
年
に
東
京
に

修
業
に
行
く
こ
と
に
な
る
。
付
き

合
い
始
め
て
約

2
年
、
階

段
を
登
る
よ
、
つ
に
少
し
ず

つ
互
い
の
気
持
ち
が
高
ま

っ
て
き
た
と
き
に
、
離
れ

離
れ
の
佐
川
に
。
そ
こ
で

胤
し
く
な
ゥ
た
雌
一
さ
ん

が
、

「
お
れ
に
つ
い
て
こ

い
／
」
と
一
言
。
由
美
，r

さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

「つ

い
て
い
き
ま
す
」
と
印
返

や
し
た
そ
う
だ
。

。
家
庭
づ
く
り
の
目
標

由
美
子
さ
ん
は
、
今
は

勤
め
に
出
て

い
る
が
、
ゆ

く
ゆ
く
は
、
理
容
院
の
仕

事
を
覚
え
、
二
人
で
店
を

盛
リ
上
げ
て

い
き
た
い
。

「おれについてこいf」

昭和63年 3月．手IJ~羊女 （制JOI大

学（千葉県）を卒業し，！日l年4月

草野医院へ。現-ti:栄養士として．

カロリーや栄養由を考えてl献立を

作るほか，制 ・盈 .u免と三食を約

30食分作る万もtu.当。 「病院の食

4はうわきになりやすいので，

ロリーや栄養凶iのほか．見栄えや

味にも気を付けています」とのこ

と。ところで．柳沢さんは，ノぐス

ケットやスキー，バレーポールな

ど何んでもこなすスポーツウーマ

ンてヘ 特に、「4月から友人たち

とバレーボールチームを作って，

週2回練習しています。これから

は，人数も増やし，試合でも勝ち

たい」と活発な由もあるようです。

カ

醐圃圃・圃・圃圃個・・

－
昭
和
閃
年

9
月
号

。



印
歳
は
第
一

の

人
生
の
ス
タ
ー
ト

い
ま
や
人
生
初
年
時
代
、
長
寿

は
お
め
で
た
い
こ
と
で
す
が
、
紅

色こ
E
E
）
二
一
‘
つ
一
ニ
）
行
ハ
ド
ま
す
ぐ

d

J

J
－〈

ae

’ιV
4
〆‘

J
’’
S『

H
J
J
λ
a
b
v

，，．．
 
，
 

し
ま
っ
て
は
つ
ま
り
ま
せ
ん
。

人
生
日
年
時
代
は
、
末
の
ず
の

イ
育
て
が
終
る
こ
ろ
に
人
中
の
終

局
を
迎
え
る
と
か
、
長
男
が
親
と

阿
析
す
る
と
い
う
家
峡
制
度
に
よ

っ
て
、
左
後
の
暮
ら
し
は
あ
ま
り

問
題
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
最
近
は
平
均
存
命

が
年
々
伸
び
て
、
人
生
の
4
分
の

l
は
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
と
い
う
わ

け
で
す
。

で
も
、
日
本
は
急
ピ

ツ

朝

日

町

職

員

朝
日
町

（
本
庁

・
出
先
機
関
）

で
いや
務
に
従
いや
す
る
職
員
投
び
例

日
町
消
防
本
部
（
署
）
で
消
防
業

務
に
従
事
す
る
職
員
の
採
用
試
験

を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

採
用
予
定
人
員

チ
に
長
寿
国
に
な
っ
た
た
め
、
年

金
制
度
や
一
雇
用
対
策
、
老
人
医
療

等
の
社
会
保
障
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

ひ
ず
み
が
生
じ
て
い
ま
す
。
加
え

て
自
分
の
体
力
が
衰
え
て
く
る
な

ど
、
足
後
の
不
安
は
尽
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
悪
条
件
を
乗
り
越
、えて、

尖
り
豊
か
な
第
二
の
人
生
を
築
く

た
め
に
は
、
公
的
な
施
策
に
削
る

だ
け
で
な
く
、
自
助
努
力
も
必
要

で
す
。
老
後
の
牛
市
に
大
切
な
こ
と
は
、

健
康
で
あ
る
こ
と
、
生
活
資
金
の

碓
保
、
そ
し
て
趣
味
の
充
実
や
友

人
と
の
交
流
な
ど
生
き
が
い
を
持

つ
こ
と
、
そ
し
て
家
庭
が
円
満
で

あ
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
条
件
で

す
。
半

い
時
期
か
ら
、
心
と
体
、

経
済
的
な
準
備
を
心
掛
け
、

ω歳

を
人
生
の
ゴ

ー
ル
で
な
く
、
自
分

自
身
の
た
め
の
目
標
あ
る
セ
カ
ン

ド
ラ
イ
フ
の
ス
タ
ー
ト
に
し
た
い

も
の
で
す
。

－v長
寿
の
ヒ
ケ
ツ

O
早
寝
早
起
き

O
肱
八
分
向

。
円
満
な
家
庭

。
迎
肢
の
述
動

O
M
地
味
を
も
っ

初j初j 卜．
級級級

リ
お
．
十
名

4
．1
名

新
千
名

hv消防

受験資格

マ一般事務

。上級昭和泊年4月2日か

ら昭和位年4月1日までに

生まれた人で、大学を卒業

または来年3月までに半業

する見込みの人。

O初級昭和位年4月2日か

経番理号 求人戦線 玉手 陣告 賃金 性｝］lj 就業場所 採人数用 資免絡許経験空宇

l 運転手 30級～
23.0 万円

5号 :¥i月日町道下 不普問通議免機詰午． 40緩 -24.2 

2 板仕金上加げ工工 35歳～
15.0 

男 朝日町三枚綴 2 不 間50i汲 ～16.0 

3 雑 1支 45歳ー 10.0 努 朝（宇日奈町月三，枚旅館僑にて） 方、 問65歳 ～12.0 

4 選舷手雑役兼 60絞 13.0 男 朝日町犬家庄 1 方普、通免許問以下 ～14.0 

5 ボ デ ー 18滋～ 10.5 
JP, 
朝日町｛袋町 3 河工 問

*ll SCI 60首長 ～16.0 女 2 

6 事補務助只
18歳～ 9.0 

tJ: 朝日町三枚機 2 i自 ¥'・ 30i歳 ～10.0 

7 ウェイト 30必～ 時給 女 朝日目I泊 2 有Z 問レス 40歳 450～600 

8 事務員
20歳～ 10.0 

tJ: 朝日町道下 高普通免卒許30歳 ～1 1.8 

9 縫製工 45歳以下
10.2 

女 朝日町南保 2 河三 間
～10.7 

10 事務長 20店長～ 10.5 女 朝日町宮崎 高普通免卒許40総 ～11. 5 

ホット求人情報

「ロ

l
タ
ス
ク
ー
ポ
ン
」
を
知

っ
て
い
ま
す
か
？

「小
さ
な
親
切
に
大
き
な
い
制
祉
」

を
目
的
に
、
日
本
一仙
祉
協
力
会
と

協
賛
余
業
が
行
っ
て
い
る
制
度
で

す
。

い
き
つ
け
の
シ

ョ
ッ

ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
、
お
近
く
の
ス
ー
パ
ー
、

顔
な
じ
み
の
お
店
な
ど
に
ロ
｜
タ

ス
ク
ー
ポ
ン
付
き
商
品
が
あ
り
ま

す
。こ
の
ク
ー
ポ
ン
券
は
、
福
祉
用

品
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
品
物
と
交

換
で
き
ま
す
。
ま
た
換
金
も
さ
れ
、

民
間
福
祉
の
財
源
に
も
な
り

ま
す
。

ロ
l
タ
ス
ク
ー
ポ

ン

の
ま
わ
り
を
少
し
岐
し
て
切

り
取
り
、
朝
日
町
社
会
制
祉

協
議
会
（
桝
日
町
荒
川
3
5

8
）ま
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

V
則
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

る
桜
皮
ま
と
め
て
送
っ
て

く
だ
さ
い
。

V
ご
家
庭
で
、
ど
な
た
で
も

で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。
皆
さ
ん
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

食くわしいζとは．魚津公共事監察安定所草月日発室1!82-0198へお問い合わせください。

ら
昭
和
“
年
4
月
I
H
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
、
高
校
を
卒
業

ま
た
は
米
年

3
月
ま
で
に
卒
業

す
る
見
込
み
の
人
。

マ

消

防

（

初

級
）

昭
和
位
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
M
W

年

4
月

l
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
高
校
を
卒
業
ま
た

は
来
年
3
月
ま
で
に
卒
業
す
る

見
込
み
の
人
。

マ
試
験
の
日

・
場
所

O

一
次
試
験
昭
相
臼
年
同
月
お

日
（
日
）
県
半
高
山
東
高
校

O
二
次
試
験
日
月
下
旬
、
朝
日

町
役
場

マ
受
付
期
間

昭
和
臼
年
9
月

5
日
（
月
）
か

ら
昭
和
日
年

9
月
初
日
（
火
）
ま

で
、
役
場
総
務
課
で
受
け
付
け
ま

す
。
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
人

命
係
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

町
美
術
展
作
田
募
集

昭
和
臼
年
度
朝
日
町
美
術
展
を

日
月
1
日
（
火
）
か
ら
日
月

3
日

（
木
）
ま
で
、
朝
日
町
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。
朝
日
町
校

住
者
及
び
勤
務
者

・
出
身
者
な
ら

ど
な
た
で
も
出
品
で
き
ま
す
。

9
月
四
日
は
老
人
ク

ラ
ブ
員
全
員
集
合

朝
日
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は、

9
月
初
日

（
火
）
を
敬
左
め

日
に
感
謝
す
る
「
社
会
奉
仕
の
日
」

と
定
め
、

一
斉
本
社
前
動
と
し
て

午
前
8
時
か
ら
各
地
区
の
公
共
地

設
（
公
凶
、
パ
ス
伴
、
広
場
、
公

共
の
場
所
）
な
ど
の
消
婦
や
空
カ

ン
回
収
を
行
い
ま
す
。

主
人
ク

一フブ門
只
の

皆
さ
ん
の

全
員
参
加

を
お
願
い

し
ま
す
。

（小

・
中
学
生
は
除
き
ま
す
。）

ω月
勾
日
（
土
）
ま
で
に
、
朝

日
町
教
育
委
員
会
へ
中
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、
中
央

農
協
本
所
及
び
支
所
、
大
家
庄
農

協、

（中川
崎
浦
漁
協
、
各
文
房
付
一ハ店、

各
カ
メ
ラ
店
、
一
悩
祉
セ
ン
タ
ー
、

役
場
受
付
窓
U
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
へ
。

観
光
写
真
を
募
集

む
ら
お
こ
し
推
進
協
議
会
で
は
、

問
手
を
通
じ
て
町
を
P
Rす
る
写

真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
題
材
は
、

美
し

い
向
然
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

朝
日
町
を
P
R
で
き
る
も
の
で
あ

れ
ば
な
ん
で
も
結
構
で
す
。

規
格

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
は
キ
ャ

ビ
ネ
判
（
ネ
ガ
の
あ
る
も
の

）、
カ

ラ

l
ス
ラ
イ
ド
は
お
・
イ
以
上
。

応
募
上
の
注
意

V
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り

ま
す
。

V
作
品
に
は
住
所
・氏
名
・

年
齢

・
職
業

・
電
話
番
号

・
撮
影

場
所
を
記
入
。

V
入
賞
作
品
に
関

す
る
椛
利
は
、
当
推
進
協
議
会
が

譲
り
受
け
た
も
の
と
し
ま
す
。

応
募
者
・
入
賞
作
品
に
は
薄
謝

最
優
秀
賞

l
点

金

l
万
円

－
ふ
く
し
の
窓

⑪

日
年
度

賛
助
会
員
加
入
状
況

嘉
義
フ
チ
、
池
田
輝
幸
、
池
田

昭
子
、
河
村
孝
子
、
加
藤
善
治
、

越
坂
治
作
、
込
尾
検
治
、
坂
東
伊

三
雄
、
越
坂
邦
夫
、
法
野
英
雄
、

柿
沢
除
二
、
越
坂
円
治
、
松
下
克

彦
、
小
林
敏
雄
、
坂
東
誠
一

、
佐

々
木
忠
義
、

石酬
に…
武
志
、
島
崎
清

和
、
岡
崎
泣
、
大
蔵
清
正
、
水
野

忠
明
、
坂
東
由
松
、
水
島
伝
雄
、

堀
田
・安
倍
、
堀
田
正
峰
、
堀
田
秀

悦
、
山
U
力
造
、
長
井
英
俊
、
岡

島
良
作
、
水
島
必
、
小
林
昌
男
、

岡
崎
昇
、
堀
地
安
之
助
、

小
坂
謙

二
、
更
臼
栄
作
、
更
回
和
作
、
岩

井
彰
、
谷
百
合
子
、佐
々
木
良
作
、

鳥
端
幸
子
、
舟
備
よ
し
の
、
居
波

映
子
、
回
中
文
・半
、
小
塚
龍
一

、

山
本
与
次
、
九
mh
郁
夫
、
堀
地
哲

栄
、
井
政
義
、
瀬
戸
敏
光
、
長
沖

光
ド
レ
杯
、
字
国
謙
治
、
宇
山
久
男
、

μ比
一
敏
、
治
水
文
イ
、
休
山
川
久
紙
、

鍛
リ
山
川
町
一二
、
松
原
義
品
、
大
川
口
健

治
、
辻
内
山
木
材
男
、
リ
レ
止
品
川
作
、
山
附

英
樹
、
山
崎
茂
、小川一
英
M
H
，，丁
、
長

ア
キ
エ

、
山
崎

一ん
康
、
小
杉
軒
、

辻
栄
敏
犬
、
大
合
会
問
子
、
永
井
雄

次
郎
、

小
山
秋
次
、
加
総
出
美
子
、

以
上
れ
名
川
洲
口
（
8
月
刊
日
現
作
・

敬
称
略
）

V
申
し
込
み
は
、
民
生

委
員

・
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

町長のひとりごと

お日
航
に
帰
郷
し
て
お

ら
れ
た
方
々
が
、
マ
イ

カ
ー
で

U
タ
ー
ン
さ
れ

る
桜
子
が
執
務
室
か
ら

見
え
ま
し
た
。

お
盆
的

問
、
北
陸
道
は
ず
い
ぶ

ん
と
渋
滞
が
続
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
無
事
に
帰
宅
さ
れ
た

で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
で
お
盆
に
は
各
町
内

会
で
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
盆
踊
り
、

通
勤
会
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
趣
向

を
こ
ら
し
た
行
串
が
行
わ
れ
た
よ

う
で
す
。
a域
住
、
連
俳
感
づ
く
り

に
は
、
大
変
良
い
こ
と
と
思
い
ま

す
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、

良
き
思
い
出
と
な

っ
た
で
し
ょ
う

か
。
今
後
と
も
生
ま
れ
育

っ
た
朝

日
町
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

行
政
に
提
言
等
を
寄
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
町

外
の
方
々
に
朝
H
町
の

P
R
を
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

さ
て
、
来
年
度
に
町
職
員
を
採

用
し
ま
す
。
語
学
に
堪
能
な
人
、

有
資
格
者
な
ど
、
今
後
の
町
づ
く

り
に
参
画
し
た

い
方
の
応
募
を
待

っ
て

い
ま
す
。

9
月
の
第
三
土

・
日
に
は
全
国

ビ
i
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
親
善
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
選
手
に
声
援
え

・
昭
和
白
年
9
月
号

⑪



怯

究

社

1
点

令

5
下
削

催

賞

数

点

金

3
千
円

応
募
と
問
い
合
わ
せ

朝
日
町
商
工

会
内
む
ら
お
こ
し
推
進
協
議
会
、

朝
川
町

P
R
与
点
募
集
係
ま
で
。

軟
会
始
の
諒
進
敏

昭
和
ω例
年
歌
会
始
の
お
題
は
、

「
附
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

持
品
一
歌
は
、
自
作
の
駄
で

一
人

一
行
と
し
、
ぷ
発
点
の
も
の
を
ゆ
「

紙
に
も
主
で
自
古
し
、
十
江
半
分
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（本
名
、

ふ
り
が
な
っ
き
）
、
生
年
月
日
及
び

職
業
を
記
入
し
、

一T
1
0
0
東
京

都

F
代
同
区
千
代
川
一
昏

一
号

R

内
庁
に
送

っ
て
く
だ
さ
い
。
詠
進

め
則
削
は
、

9
月

1
日
か
ら
凶
月

日
日
ま
で
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て

は
、
返
信
用
封
筒
を
添
え
て
宮
内

庁
式
部
職

へ
問
い
A
H
わ
せ
を
。

全
国
ビ
ー
チ
大
会

今
年
も

9
月
げ
日
（
上
）、
市
円

（
臼
）
の
両
日
、
朝
日
町
民
総
合

体
育
館
ほ
か

2
会
場
で
、
第

5
回

全
国
ビ

l
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
親
善

大
脇
が
ん
発
見
の
手
が
か
り
は
、

胤
似
で
す
。

し
か
し
、
痔
な
ど
の

出
凪
と
は
異
な
り
、
固
で
見
て
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
、
便

に
よ
る
潜
血
反
応
と
い
う
検
責
を

行
い
ま
す
。

こ
の
検
代
は
、
食
べ

物
の
制
限
も
な
く
、
少
最
の
悦
で

検
査
が
で
き
る
有
効
な
方
法
で
す
。

検
診
の
申
込
先

福
山
県
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
（
一T

9
3
9
富
山
市
崎
川

3
7
3
8
0

7
6
4
1
m
l
7
5
7
5
〉
大
腸

が
ん
検
診
係
へ
。

検
査
料
金

l
、
2
0
0
円

詳
し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（

告

別

1
3
3
0
9
）
へ
。

農
振
除
外
申
請

民
地

を
農
地
以
外

1:11 

畑

三主Lιの情報室
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ン｜円I123 l'I 122～126 
（ー 1)
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生活必需品価格

大
会
を
山
肌
し
ま
す
。

当
問
で
誕
生
し
た
ピ

l
チ
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
は
、
今
や
日
本
全
国
引

都
道
府
県
に
普
及
し
て
お
り
、
今

大
会
に
は
岩
手
県
釜
石
市
や
山
根

県
な
ど
全
凶
作
地
か
ら

1
8
4
チ

ー
ム
、
約

1
、
3
0
0
人
の
選
千
が

参
加
す
る
予
定
で
す
。
本
大
会
を

成
功
さ
せ
る
た
め
、
当
町
を
訪
れ

る
選
手
間
に
町
ぐ
る
み
の
倣
迎
と

山
か
い
い
戸
ほ
を
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
パ
ス
教
室

町
と
町
観
光
協
会
で
は
、
皆
さ

ん
に
町
内
の
名
勝
や
史
跡
を
見
聞

し
て

い
た
だ
く

「
観
光
ふ
れ
あ
い

パ
ス
教
室
」
を
運
行
し
ま
す
。
皆

さ
ん
多
く
の
参
加
を
。

日
時

＠
山
月
初
日
（
本
）

⑮
叩
月
幻
日
（
目
）

（
い
ず
れ
も
午
前

9
時
山
発
）

コ
ー
ス

（
ぬ
⑮
共
通
）

棚
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
H
小

川
溢
良
露
天
風
呂

l
北
又

対
象

町
民

（
小

・
中

・
両
校
生

は
除
く
）

参
加
費

1
、
5
0
0
問
（
保
険
料

品
以
び
み
そ
汁
代
含
む
）

申
込
期
限

ぬ
A
m
m
と
も
叩
月
日
日

｛
土
）
ま
で
に
参
加
料
を
添
え

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
な

お
、
ぬ
⑮
と
も
定
員
刊
人
に
な

り
次
第
締
め
切
リ
ま
す
。

そ
の
他

弁
当
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
件
．
止
に
は
み
そ
什
が
で

ま
す
、
そ
の
他
詳
細
・に
つ
い
て

は
、
役
場
商
工
観
光
課
へ
。

自
然
巳
親
し
む
集
い

引
で
は
、
ふ
る
さ
と
の
日
然
に

ふ
れ
、
向
然
に
対
す
る
即
．
解
を
涼

め
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
自
然
に

親
し
む
集
い
」
を
行
い
ま
す
。
管

さ
ん
の
参
加
を
。

日
時

叩

月

2
日

（
U
）、
午
前
日

時
刊
分

1
午
後

3
時

コ
ー
ス

符
崎
鹿
’
品
樹
叢

I
城
山

参
加
費

無
料

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

県
庁
内
然
保
必
ぷ

（
8
0
7
6

4
1引
1
4
1
1
1
内
線
7
8

1
）

へ
。

大
腸
、
か
ん
俊
診
を

近
年
、
が
ん
死
亡
の
中
で
も
、

大
腸
が
ん
に
よ
る
死
亡
者
が
増
え

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

農
地
転
用
の
許
可
は
、

可
後
に
な
り
ま
す
。

除
外
認

（
宅
地

・
良
作
業
場

・
－
m郎
等
）

に
転
用
す
る
と
き
は
、
良
地
法
上

の
転
用
許
可
が
必
要
で
す
。
こ
の

転
用
許
可
を
受
け
る
に
は
、
事
前

に
農
限
法
上
の
「
農
振
除
外
」
が

必
要
で
す
。
除
外
申
請
を
行
う
人

は、

9
月
初
日
ま
で
に
「
除
外
願

い
」
を
役
場
農
林
水
産
課

に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

農
振
除
外

の
必
要
な
場
所
は
、

ほ
場
整
備
が
完
了
し
た
所
お
よ
び

エ
ギ
中
、
あ
る
い

は
計
阿
の
あ
る

と
こ
ろ
で
す
。

申
請
手
続
き
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
、
役
場
農
林
水
産
諜
農
業
水

産
係
へ
相
談
を
。

住
宅
統
計
に
協
力
を

住
宅
統
計
調
査
が
全
国

一
斉
に

行
わ
れ
ま
す
。

9
月
お
日
か
ら
調

査
員
が
訪
問
し
ま
す
。

ご
協
力
が
可

愛

協の
i献

良
振
除
外
は
い
つ
で
も

な
お
、

で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

計
画
を
見
越
し
た
も
の
で
申
鮪
し

ま
た
、

長
期

て
く
だ
さ
い
。

除
外
開
い

県
の
現
地
調

境

水
品
平
介

水

’f t血
＊分

が
提
出
さ
れ
る
と、

査
が
あ
り
、

べ
て
が
認
め
ら
れ
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
し
か
も
、
認
可
に
は
公
告

等
の
期
間
が
必
要
な
た
め
、
中
前

締
め
切
り
日
か
ら

4
か
月
刊
か
か

申
請
さ
れ
た
も
の
す
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ただいま工事中て
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
症
状
に

は
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

①
下
痢
、
便
秘
が
交
代
で
起

予」る
。

②
残
便
感
が
あ
る
。
③
少
量
の
粘

液
や
泥
状
の
使
ま
た
は
そ
れ
に
血

が
出
じ
っ
た
も
の
が
何
度
も
出
て
、

ト
イ
レ
に
頻
繁
に
か
よ
う
。
④
お

な
か
が
張
る
。
⑤
な
ん
と
な
く
下

腹
が
摘
む
。
⑥
原
因
不
明
の
貧
血
。

尚
北
輔
、

宮
崎

水
島
利
チ
、

泊

一
区

岡
林
ま
ゆ
み
、
池
田
未
希

子
、
永
井
裕
美
、
田
中
み
か
チ
、

泊
二
区

水
島
功
喜
治
、
岡
本
政

彦
、
酒
井
ル
、
、＼

脇
山
美
緒
、

泊

三
区

紺
原
篤
志
、
長
谷
川
美
和
、

手
国
友
江
、
千
柳
補
夫
、
山
本
修
、

五
箇
圧

筒

井
志
代
チ
、
吉
江
勝

春
、
草
山
文
夫
、
南
保

江
湖
真

喜
チ
、
坂
藤
徳
子
、
山
石
井
正
英
、

川
上
誠
一
、
大
森
裕

一
、
道
用
秀

夫、

山
崎

町
原
正

一
、
七
沢
な

を
み
、
鹿
熊
原
下
、
中
野
良
子
、

仙
名
前
久
、
江
端
ギ
雄
、

大
家
庄

高
瀬
美
恵
了
、
小
川
道
「
、
岡
田

由
香
理
、

十れ
椛
母
子
、
清
水
雅
子
、

鍋
谷
中
、
中
山
久
美
子
、
沢
田
宇

一
樹
（
以
七

ω名
）

一

協

力

あ
り
が
と
う
ご

g
い
ま
し
た
。

165 
( -L 2) 

弘
「

226 
( 42) 

273 
( +97) 

417 
{ +50) 

講評日照不足．低温の影響で野菜l;t.:':i純とな
りましたが， H用品の台所m洗剤が前月
に比べ11%の値下がりとなり．外｛ま安定
的な倒的で~It.移しました。
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ドワヲー登場． 
く
ら
し
の
j情

報

;a病院耳働咽喉料 室
安田健二先生＠

し
ん
し
申
っ
せ
い
ち
柑
う
じ
え
ん

「
疹
出
性
中
耳
炎
』

渉
出
性
・
中
耳
炎
と
は
、
．
討
の
奥

に
あ
る
鼓
慌
の
そ
の
ま
た
奥
に
あ

る

「
舷
五
一
と
い
う
部
屋
に
水
が

貯
ま
う
て
し
ま
う
病
気
で
、
鼓
室

に
水
が
貯
ま
る
と
、
t
u
が
こ
も
っ

た
よ
う
に
聞
こ
え
て
し
ま
い
ま
す
。

で
す
か
ら
本
人
は
、
ふ
た
を
し
た

よ
う
な
感
じ
が
す
る
と
か
、
ひ
ど

い
場
合
は
頭
が
重
い
と
い

っ
た
症

状
を
訴
、
え
ま
す
。
子
供
で
は
、
何

回
も
聞
き
返
す
と
か
、
テ
レ
ビ
の

斤
が
大
き
い
と
い

っ
た
症
状
で
公

付
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
鼓
宗
は
「
耳
管
」

と
い
う
通
路
で
臼
に
通
じ
て
い
ま

す
。

こ
の
訂
竹
は
、
政
主
の
気
圧

が
外
の
気
圧
と
同
じ
に
な
る
よ
う

に
聞
い
た
り
閉
じ
た
り
し
て
い
ま

す
。

子
供
で
は
、
こ
の
耳
管
の
出

口
の

寸
ア
デ
ノ
イ
ド
」
と
い
、
？
一

種
の
一
崩
桃
腺
が
大
き
か
っ
た
り
、

ハ
ナ
で
つ
ま
っ
た
り
、
老
人
で
は

聞
い
た
り
閉
じ
た
り
が
う
ま
く
い

か
な
い
た
め
に
通
路
が
ふ
さ
が
っ

て
鼓
主
に
水
が
問
ま
り
ま
す。

治
掠
は
、

こ
の
通
路
に
空
気
を

そ
れ
で
も
良
く

な
ら
な
い
と
き
に
は
、

を
刺
し
、

送
り
込
ん
だ
り
、

誠
艇
に
m
R

窓
を
作
り
ま
す
。

接
出
性
中
耳
炎
と
は
聞
き
慣
れ

な
い
病
気
で
す
が
、

%
で
、

よ
く
あ
る
病

治
療
す
れ
ば
そ
れ
な
り
に

効
呆
が
あ
が
る
病
気
で
す
。

i年｜金｜だ｜ょ同
「
住
所
を
変
更
し
た
ら
」

年
金
を
受
け
て
い
る

人
が
作
所
を
変
更
し
た

と
き
は

変
更
同
を
品
開
…

津
社
会
保
険
事
務
所
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

変
史
届
の
用
紙
は
、

凡
又

場
去
襟
に
あ
り
ま
す
。

変
．
史
届
を
提
出
し
な
い
と
、
支

払
通
知
品
品
川
や
保
込
通
知
点
が
届
か

な
い
た
め
、

年
金
の
支
払
い
が
遅

れ
た
り
、
希
望
す
る
令
融
機
関
で

の
立
払
い
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
’
’
l

、

六。ぁ

住
所
変
更
の
作
わ
な
い

支
払
機
関
だ
け
の
変
更
は
、

慮
く
だ
さ
い
。

ご
遠

年
金
証
害
は
大
切
に

年
全
を
交
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
、

年
金
一
社
告
が
送

付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
証
書
は
、
年

金
を
受
け
取
る
と
き
ば
か
り
で
な

く
、
相
談
や
子
続
き
の
際
に
も
必

要
で
す
大
切
に
川
凶
作
を
。

－
昭
和
閃
年
9
月
号

＠



• 扇谷忠明さん

以
七
男
子
・単
）
、
山
阿
久
美
子
・本

国
朋
子
組
（
一
般
女
子
）
、
本
田
朋
子

こ
般
女
子

・
単）

V
剣
道
、

朝
日
剣
道
協
会
A
（
一
般
男
子
）

－v山
十
郎
、
屑
波
宏
聞
こ

般
男

f
・

単

〉

上

不

勝

美

こ

般

女

子

・

単）

V
テ
ニ
ス
、
朝
日
ロ
ー
ン

テ
ニ
ス
ク
ラ
プ

A
（
一
般
男
子
）、

制
円
レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ニ
ス

A
（
一
般

女

Y
Z

V
軟
式
厄
球
、
山
崎
郡
江
・

黒
坂
真
由
美
組

V
野
球
、
日
東
紡

泊

V
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
ド
ル
フ
ィ

ン
ズ
（一

一
般
男
子
）、
レ
モ
ン
マ
マ

l

ズ
ご
般
女
子
）

V
ピ
ー
チ
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
宮
崎
ビ
ー
チ
ク
ラ
ブ

（
男
チ
A
ク
ラ
ス
）
、
大
家
庄
愛
好
会

A
（
男

f
B
ク
ラ
ス
）、
ヤ
ン
グ
ス
マ

イ
ル
A
（
A
ク
ラ
ス
）、
ス
マ
イ
ル
A

（
女
子

C
ク
ラ
ス
）

中
学
の
部

V
陸
上
競
技
団
体

朝
日
中

（
男

・
女

・
総
合
と
も
）

V
陸
上
競
技
個
人

（男
r
y
）
・
1

0
o
v、
谷
円
一
芳

（
ロ
秒
l
）

・
2
0
0
灯
、
谷
口
一
秀
（
泊
秒

9
）
・
4
0
0
U
、
七
沢
明
友
（
印

紗

1
）
・
8
0
0
U
、
一
山
川
水
英
樹

（

2
分
山
口
秒
7
）
・
4
×

l
o
o

uリ
レ

i
（
2
・
3
年
生
）
、
竹
内

豊

・
蓬
沢
太
士

・
宇
田
良
彦

・
谷

口

一
秀

（
的
秒
l
）
V
陸
上
競
技

例
人
（
女
子
）

・
1
0
0
灯
、
折

谷
麻
衣
子
（
凶
秒
3
）
・
2
0
0

江
淵
香
（
ぬ
抄
2
）
・
8
0

0
γ
、
水
品
矧
H

チ
（
2
分
り
秒
9
）

・
走
加
跳
、
水
品
尖
穂

（・4
μ
U

H

，
）
－
4
×
1
0
0
U
リ
レ
｜
（

2
・

3
年
生
）、
広
沢
希

・
折
谷
麻
衣

子

・
大
仏
人
五
円割，，
T

・
水
仏
英
仙
郎
、

V
野
球
、
朝
日
中

V
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
、
朝
日
中
（
男
子
）
、
朝
日
・
中

（女
子
）

V
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー

ル
、
朝
日
中
（男
チ
）、
朝
円
巾
（女

北
信
越

4
連
覇

8
月
4
日
に
石
川
県
立
武
道

館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
9
回
北

信
越
・
中
学
校
柔
道
選
手
権
大
会
」

で
、
朝
日
中
学
校
采
道
部
が
見

事
に
優
勝
し
、
同
大
会
4

連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

O
個
人
成
紡

・
中
軽
量
級

2
位

金

沢

聡

明

．
中
量
級

l
位

櫛

田

智

大

2
位

繰

回

一

R

• 
水島俊夫さん

ら
感
謝
状
が
綬
与
さ
れ
ま
し
た
。

郡

体

成

績

（嗣朝
日
町
選
手
成
績
・
優
勝
の
み
）

一
般
の
部

V
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

朝
日
ク
ラ
ブ
（
壮
年
男
チ
）
、
白
鳥

ク
ラ
ブ
ご

般
女

f
y
伯
ク
ラ
ブ

（家
庭
婦
人
）

V
バ
ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー
ル
、
泊
ク
ラ
ブ
（

一
般
男
子）

V
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
狩
谷
進
（
一

般
男
子

・
単
）、
梅
沢
義
弘
（
ω歳

県
体
協
か
ら
感
謝
状

8
H
6
n、
高
附
山
城
光
h
寸

陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
た
第

引
回
県
民
体
育
大
会
の
開
会
式

で、

一扇
谷
忠
明
さ
ん
と
水
島
俊

夫
さ
ん
に
、
白
山
県
休
育
協
会
か

全国人権擁護委員

連合会長表彰

第12凪人権擁護委員tヤ者IS述

盟総会で，制日町人権擁議委

員の草野三郎さんが全国人権

擁護委以述合会長表彰を受賞

されました。これは同氏が，

富山県人権擁護委員副会長と

して，また「人権とやま」（宮

山県発行）の編集委只として．

多年にわたり人権の啓発活動

に尽力され

たことが認

められたも

のです。

V講演する宮崎さん

－ rぃ、o~.~？湾念＇°＇H>

8月14日
ふるさと講演会
この日午後2時から役場4階ホ

ールて二山崎城主の宮崎太郎長康

公から31代11のチ孫である宮崎節

生さんを，司1in11iに迎えて，ふるさ と

講演会が行われました。

；祉が集まり ました。遠くは｝｜二波町

や糸魚川市から参加した人をはじ

め28人がゆかたやミニスカート姿

で次々に登場し，大きな声般を受

ける人もいましたが，審先のれりR：、

「ミスあさひ」には魚津市の山LT：三

日： fーさん （18mt）が．また 「ミス

ヒスイ」には朝日町殿町のu：端美
千代さん（25J恥 ）がj~ばれました。

企5t!3に叙される錦鯉

この日，店、脅さんの自の｛栄養に

なればと．制U町錦鯉愛好会から

~（l病院に，体長約60 t’の山1次皮金

をは じめ約60地の錦鯉が干寄附され．

柄｜見前厄の地に政されました。

ア月20日
北陸自動車道全通

：；廷で？？？？；沼市γマ；＼
i、 一 一←ー弔~lど帯、 実二··~

北陸自動車道のうち以・後まで残

っていた朝円～名立谷浜（新潟県）

インターチェンジ （I C）聞が開

通しま した。

この日．倒係者約450人が出席し

て午前10時から越中境パーキング

本線上で開通式が行われ．中沖富

山県知事， ii~ 西石川県知事，波辺

日本道路公団副総絞らが，ファン

ファーレのl鳴り響く中でテープカ

ット，魚津町長や用地提供者など

がくす玉を訓りました。

このあと．出席者は$.で糸魚川

インターまで記念パレードをし，

新渇県側出席者とともに糸魚川市

民会館で行われた祝賀式に出席，

全員で開通を祝いました。

ア月20日
人権花の花鉢伝達

この口五箇庄小学校で‘

式通関たれわでAH
 
P
 
演中越

…一採れい
企

． 
－’ ，’ ． 

－
ま
ち
の
う
ご
き

＠

子）

V
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
朝
日

中
（男
子
）

V
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

朝
日
中

（
女
子
）

V
剣
道
、
長

津
弥
生
（
女
子
個
人
）

V
軟
式

庭
球
、
小
川
み
ど
り

・
山
中
小
兵
実

組、

V
柔
道
団
体
、
明
白
中
A
、

V
柔
道
個
人
、

－
円引
J
級
、
吉
江

賢
一

・
日
J
級
、
藤
田
雅
之
・
日

J
級
、
長
崎
憲
一

・
河
J
級
、
中

島
誠

一
・
市
J
超
級
、

坂
東
秀
昭

V
水
泳
、
－
男
子
1
0
0
V
平
泳

ぎ
、
七
沢
省
吾
（

1
分
制
秒
4
）

児
童
の
部

V
采
道
同
体
、

一
柿

柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

V
柔
道

個
人
、
－
l
年
生
、
鍛
治
卓
（
桜

町
正
気
）

・
2
年
生
、
南
茂
兎
気

（悩
町
正
u
h
）
・
3
年
生
、
水
品

裕
也

二

粘
）
・
4
年
牛
、
山
田

光
仁
（
一
桔
）

・
6
年
生
、
岡
本

慎
也
（
一
精
）

お
す
こ

r

・9
や
か
C

，Aむ

折
谷
龍
夫

一長

女

結

香

折
谷
龍
夫
長
男
H

印

紀

．
れ
虫
…
阿
院
長
女

優

来

九
円
保
持
明
以
切
手
ヂ

除
川
昭
犬

U
K出

創
刊

色
…
沖
博
文
長
女
前

舘

浩

一

ニ

女

夏

希

必
ぷ
成

二
次
カ
ン
ナ

市 w 上効；』~下笹哲生

ιI:. -:Ji ~賞
/Ill 

聖tf呆町 IDJillf 尾川川

山町
。I(.[iH 
越保

字
国
相
弘
二
男
貧

安
述
均
・
一
児
常

思視

三
人
目
の
誕
生

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

中
三
浦
町

秋
山
明
夫
氏
出力
裕
次

ヂ
仰
一
区
別
し
…
以
怖
心
UK
出力

引

岐

路

町

以
来
辺
縦

二
女
ゆ
か
り

月

山

狩

谷

道

三
女

純

子

片

山

河
村
勝
之
三
ル
弘
美
佐

ぷ

肘

鉄
版
端
的

二
男

三
史
朗

お
し
あ
わ
せ
に
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百F

f栄

加
袋
チ

紘

一
由
美
f

一

夫

恵

チ

ご
め
い
ふ
く
を

高山法
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川

H

フ
ジ
エ
（作
）

水

島

栄

絵

（乃
）

中

谷

松
之
助
（別）

水

品

秋

治
（
剖
）

佐

波

あ

い

（邸
）

丙

尾

栄

次

（河
｝

孟

仏

み

よ

（打｝

主

回

凶
郎
古
（
初
）

桑

原

チ

ヨ

（

部
）

水
上
利
仰
（
抑
制
）

河

端

ふ

な

（花
）

秋

山

兵

衛

（

前
）

杉

本

省

一ニ
（行）

・
昭
和
臼
年
9
月
号
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本
の
紹
介

「ア
ト
ピ

i
性
皮
膚
炎

は
治
る
」

権

東

明

紋
近
、
ア
ト
ピ
｜
性
皮
府
炎
の

子
供
た
ち
が
明
え
て
い
ま
す
。

こ
の
本
は
、
知
っ
て
わ
ね
き
た
い

年
齢
別
の
傾
向
と
対
論
、
ア
ト
ピ

u月w表m

アトヒ〕性
皮膚炎は治る

イあきらめないで、大丈夫。
恥 7割め守電の底執が消えた／
ぷ骨 蜘糊事lg，倒率4判明法

ー
っ
下
の
た
め
の
ラ
ク
ラ
ク
生
活

マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
、
ア
ト
ピ

l
性

皮
膚
炎
の
チ
供
を
持
つ
お
母
さ

ん
が
注
意
す
べ
き
こ
と
や
、
治
療

法
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
て
い
ま
す
。

ア
ト
ピ
｜
性
皮
膚
炎
に
悩
ま
さ

れ
て
い
る
方
に
ぜ
ひ
お
す
す
め
し

た
い
本
で
す
。

新
し
い
本

二
般
書
）

ブ
ル
ー

－
ノ
ー
ト

・
ス
ケ
ー
ル

桑
田
佳
祐

明
日
が
あ
る
な
ら

ジ
ド
ニ
ィ

・
シ
ェ
ル
タ
ン

西ドイツスポーツ少年団来町

女
遊
び

上
野
千
鶴
子

と
き
さ
ん
の
い
つ
だ
っ
て
お
ん
な

感

リ

花

盛

ワ

稲

沢

と

き

「
文
義
春
秋
」
に
み
る
昭
和
史

文
勢
春
欽

天
か
ら
の
贈
り
物
（
日
本
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
ク
ラ
ブ
賞
受
賞
作
）

問
中
ト
モ
ミ

伊
必
栄
樹

秋
霜
烈
日

（小

説

）

中

…

い

空

松

本

清

張

無

法

者

の

独

半

峠

西

村

弁

行

優
雅
で
感
傷
的
な
臼
上中
野
球

（
三

島
由
起
夫
賞
受
賞
作
）同
紙
源

一
郎

凍
れ
る
瞳
（
直
木
賞
受
賞
作
）

西
本
正
明

遠
い
海
か
ら
来
た

C
O
O
（
直
木

賞
受
賞
作
）

景
山
民
犬

瀬
戸
大

橋

殺

人

旅

行

斎

藤

栄

白
夜
｜
野

分

の

章

｜

渡

辺

淳

一

ク

エ

ゾ

ン

佐

級

王

午

他

7月29日に当II汀を訪れた西ドイ

ツスポーツ少年団の一行12人が，

31日に朝日町民総合体育館で行わ

れた 「明日間スポーツ少年団競技

大会」に参加し．朝日間をはじめ

然部市や人普制jから参加したスポ

ーツ少年団長と交流しました。

匹lドイツのほ｜員たちは，交流集

会の後， 「何でもやってみたい」と

一人一人がサ y カーや柔道，剣道

などに挑戦しました。

中でも柔道に挑戦した女子で最

年少のクラインパブ ・イ リスきん

( 14i注）は．本国でも柔道を習っ

ているとあって，相手をした男の

チたちも鐙が立たぬといった様子

でした。
れ
ん
げ
読
書
会

日

時

9
月
凶
日
（水
）

午
後
1
時
初
分

1

悩
祉
セ
ン
タ
ー
茶
道
盃

「
そ
の
日
の
．
泉
」三
枝
和
子

t』
ヨニア
キ

？場
え

る

ふ

の

4与
Z玄

9
月
訪
日
（
水
）

午
後
l
時
却
分
i

場

図

書

館
児
童
主

ご
寄
贈
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

H
i引
の

伝

説

全

日

巻

日
本
女
性
の
一
階
史

全

日
巻
匿
名
さ
ん

日

時

£』
Z二Lお

知

b 

せ

9
月
幻
自
（
火
）

i
叩
月

2
日

（
日
）

ま
で
、
館
内
整
理
の
た
め

休
館
し
ま
す
。

砂1jUJ日ロータリークラブさんから

問立中央図書館へ図書25冊 （3 

ごなHを
ありがとう
ございました

－
昭
和
白
年
9
月
号
⑪

V

「
広
報
紙
は
ま
ち
づ
く
り
だ
」

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、

単
な
る
お
知
ら
せ
刑
に
て
は
な
く
、

均
町
、つ
く
り
ゃ
今
後
町
が
進
む
べ

き
方
向
H

を
住
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
て
ゆ
く
紙
面
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
す
。

V
こ
れ
に
は
、
編
集
の
基
本
方
針

と
し
て
、
常
に
町
の
欠
点
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当
て
、
「
こ
れ
を
出
す
に
は

ど
う
す
る
か
」
と
問
題
を
提
起
す

る
方
法
と
、
問
の
長
所
を
見
つ
け

て
、
「
こ
れ
を
さ
ら
に
伸
ば
す
に
は

ど
う
す
る
か
」
と
投
げ
か
け
る
一

一

通
り
の
卜刀
法
が
あ
り
ま
す
。

V
編

集
子
は
、
で
き
る
だ
け
後
者
で
編

集
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
聞
の
欠
点
を
隠
す
と
い

7
こ

と
で
は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
も
チ

供
の
教
育
と
同
じ
で
は
な
い
か
と

削心
う
か
ら
で
す
。
子
供
は
、
「
欠
点

は
か
り
あ
げ
つ
ら
う
と
萎
縮
し
て

し
ま
い

、
伸
び
る
も
の
も
伸
ひ
な

く
な
る
。
そ
れ
よ
り
も
長
所
を
：

：
じ
と
言

い
ま
す
。

V
今
日
は
「
ま

ち
を
見
高
そ
う
」
と
い
う
特
集
を

組
ん
で
み
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、

ど
う
感
じ
ま
し
た
か
。

世帯数 5.}07 ( -2) 計 18,443(+9) 女 9.751( + 7) 男 8,692(+ 2) (8月の人口〕


